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機関名 神戸商工会議所 

所在地 神戸市中央区港島中町６－１ 

電話番号 ０７８－３０３－５８１０ 

地域概要   (1)管内人口  １５１万１千人 (2)管内商店街数 ２２０ 商店街

(1)商店街数  １４  商店街 (2)会員数    約６００ 商店事業の対象とな

る商店街の概要 (3)空店舗率      － ％ (4)大型店空き店舗数  ０ 

商店街の類型 1.超広域型商店街 2.広域型商店街 3.地域型商店街 4.近隣型商店街 

      

【事業名と実施年度】 

   
平成 12 年度 活性化対策事業  ショップモビリティ、買物バス 
 総事業費   20,000 千円 
 
 
【 事 業実施内容】  

    

１． 背景 

新長田駅南地区においては震災後の人口減

とともに、従来より高齢化によるインナーシ

ティ問題を抱えている。比較的近隣を商圏と

する当地区の商店街では、地域に密着した、

高齢者に優しい商店街づくりを進めている。

本事業はそうした取り組みを継続して、高齢

者への先進的サービスにより他地域の商業集

積との差別化を目指すものである。 

ショップモビリティ事業には、同地区の商

店主らで作る「アスタきらめき会」も中心と

なり事業が推進された。 

 

２．事業内容 

（１）ショップモビリティ(電動スクーターの  

無料貸し出しサービス) 

7 月 1 日より 11 月 30 日まで週 3回  

(火・木・土)、「ショップモビリティ・オフ 

ィス」(アスタ情報センター内/アスタくに  

づか 1番館 B1)及び各商店街内に設置された「

ヶ所)に電動スクーター(買いもん楽ちんスクー

・利用時間：午前 10 時～午後 6時 

で無料貸出サービスを行った。また、必要に応

したボランティアによるエスコートサービスを
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新長田駅周辺の地図  

ショップモビリティ・ステーション」(5 

ター)を配置し、モニター登録者(102 名)に 

じて、電動スクーター安全運転講習を修了

行った。 



神戸商工会議所 

 電動スクーター安全運転講習会は 3回開催し、修了  

したボランティアは計 46 名。その他、利用者で商店 

街までの移動が困難な方には車椅子も積めるリフト 

付タクシーにより無料送迎サービスも行った。 

電動スクーター利用者総数 (延 84 名) 

 

（２）「買いもん楽ちんマップ」の作成・配布 

電動スクーター用の商店街マップと地元中学生(長   

田区・駒ヶ林中学校)が実際に車椅子での体験学習に  

より商店街等の不便な場所や危険なところを調査し  

たバリアフリーマップが一体となった「買いもん楽ち  

んマップ」を５万部作成。ショップモビリティ・オフ  

ィスや各商店街、買いもん楽ちんバスなどで無料配布  
エスコートサービスで 

初めてでも安心 
した。 

 

  

大好評「買いもん楽ちんマップ」作成には中学生も頑張った 

 

（３）先進商業地視察会 

高齢者にやさしい商店街づくりのための環境整備やサービス事業についての見聞を広

げるため、地元商業者などを対象に先進商業地視察を行った。 

  日 時  9 月 20 日 午前 9 時～午後 5時半 

  視察先  岸和田かんかん・ベイサイドモール(大阪府岸和田市港緑町) 

       ミニループバス「だんじり君」(南海岸和田駅と岸和田カンカン等を結ぶワ
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ンコインバス) 

       泉佐野ショッパーズモール(大阪府泉佐野市下瓦屋 2丁目) 

  参加者  25 名 

（４）コミュニティバス「買いもん楽ちんバス」の運行 

  新長田駅南地区商店街地域と、病院や高齢者住宅、災害復興住宅を結ぶコミュニティバ

ス「買いもん楽ちんバス」を 10 月より週 3回 2 ヶ月間運行した。乗車資格制限はなく、高

齢者・障害者以外も乗ることができるように

した。 

 

運行期間  10 月 3 日～11 月 30 日  

週 3 回(火・木・土) 

※10月 1日は地元関係者による試乗会

を実施し、運行体制の最終チェックを

行った。 

 

また、11 月 30 日の最終日には環境

問題への取り組みとして、廃油用油で

バスを走らせる実験を行い、開発者の

神戸大学福田教授を招いての青空教室を開

 

サービス ①ホームヘルパーまたは介護福祉

  ②車内での商店街ビデオコマーシ

  ③電動スクーター貸し出しサービ

  ④クーラーボックスの利用 

  ⑤黄金糖飴、おしぼりサービス 

  ⑥雨傘無料貸出し 

  ⑦買いもん楽ちんマップの配布 

  ⑧お買い物割引チケットの配布 

 

【 効 果 】 

 

１．ショップ・モビリティ 

貸出総数 84 回 一日平均 1.4 回 

利用目的 買い物…47％ 試乗…27％ 通院

  

２．買いもん楽ちんバス 

利用総数 1,750 人 内訳 10 月(計 13 日)88

   利用者は 60 代以上(特に

曜日ごとの変動 火曜日、木曜日、土曜日の調

なかった 
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おじいちゃんおばあちゃんに人気の 
催した。 

買いもん楽ちんバス(誰でも乗れる) 

士が添乗し、乗降り等をサポート 

ャルの放送 

スの手配 

…19％ 

9 人 11 月(計 13 日)831 人 

女性)が 3 分の 2以上に上った。 

査では、平日・休日の利用状況に差異は
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利用目的 買い物…46％ 試乗…23％ 通院…16％ 

 

 約 5 ヶ月間、「高齢者に優しい商店街づくり事業」に対して『買いもん楽ちん』をキーワー

ドに、様々な事業に取り組んだが、今後、高齢者に特化せず誰にでも優しいまちづくりを目

指していくために、今事業で得られたデータや経験・商店街のイメージを活かし、ハード・

ソフト両面をも含んだまちづくりへフィードバックできる。 

 今回の事業を単なる実験事業という一過性に終わらせることなく、これを糧にしていかに

今後継続して取り組んでいくか、また、商店街だけでなく地域住民も含めて、まちを享受す

るすべての人が考え、取り組んでいく場として、商店街が存在せねばならないことを認識で

きた。 

 また、今事業を通じて「産・官・学・民」がそれぞれの長所を活かし合って事業を遂行し

得たことは、単なる商店街活性化に留まらず、まちづくりを進めていく上での規範として、

財産として、今後の新たな展開に結びつくものと期待できる。 

 

【 課題・反省点】 

 

 「買いもん楽ちんバス」の運行については、狭い路地や通行量の多い商店街、違法駐車の

ある中を運行したので、各停留所や危険な走行ポイントに警備員を 1 名ずつ配備するなど、

細心の注意を払ってきた。ゆえに、ダイヤの乱れなくスムーズな運行が可能となったが、警

備員にかかる比重が非常に大きい。また、交差点付近の路上駐車や路地内の緊急工事などで

バスの運行継続が困難になり、迂回すら不可能な状況に陥ることもある。また、ごみ収集日

にはゴミステーションが路上に散乱していることがあった。ゆえに、バスの運行に際しては

事前に路線状況を把握しておくことと同時に、地域の協力が不可欠である。 
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バスは高齢者が利用しやすい地区を走っている「買いもん楽ちんバス」の路線図 

 

 

 

左図 

ナツメロが飛び交う様子はまる

で 

車内サロン（事業報告書より） 
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ショップモビリティサービス利用の仕組み 

 

2000年 6月 28日朝日新聞に掲載 
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